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   1. A pollen product "Cernilton" was given to 12 patients with prostatic hypertrophy. 
The clinical effectiveness on the symptoms was good in 5 cases, fair in 5 cases and none in 
2 cases. In 2 out of 5 patients who showed good response, symptoms aggravated within 1 
month after cessation of the therapy and  prostatectomy was performed later. The both cases 
had third degree of hypertrophy. One of 5 patients who showed fair response to "Cernilton" 
also necessitated to have performed radical operation later. He was also possessed of the 
third degree hypertrophy. 








位の 高令老を 対象 とする場合が 少な くないの
で,も し非観血的方法でこれを治癒もしくは改
善せしめ得るならば最 も理想的であるという考



























上記 成分中,セ ルニチソGBXお よび セルニチソ
T60は,8種の花粉すなわちチモシイ26%,トウモP
コシ26%,ライ麦19%,へ一ゼル6%,ネ コヤナギ6
%,ハ コヤナギ6%,フ ランスギク6%,松5%の 混









































































投 与 前 所 見
症 状 譲鋪 蘇
排 尿 困 難,尿 閉
排 尿 困 難
排 尿 困 難,頻 尿
排尿困難,残 尿感
尿 閉,排 尿 困難
排 尿 困 難
排 尿 困難i,頻尿
排 尿困 難,尿 閉





























































































































が,投 与を中止した ところ,約1カ 月後に再び尿閉を














前立腺触診所見=第1度 肥大,表 面平滑,弾 性硬,
左右対称的,境 界明瞭.
検査成績:残 尿350cc.尿は顕微鏡的膿尿を示す.
セルニル トソ投与後の経過=投 与1カ 月後,尿排出
力はやや弱いが排尿は充分に出来る状態となる.2カ
月後,排 尿状態はほぼ正常なるもなお残尿存在す3








































の際,前 立腺肥大症 と診断され,入 院をすすめられた
が,排 尿困難の程度が軽快したため放置していた.41
年5月 初旬,飲酒後に再び尿閉を来し某医により導尿
を うけた.そ の後 窮延性および 遷延性排尿が 強くな
り,残尿感を伴 うようになった.




セルニル トソ投与後の経過:投 与1カ 月後,尿線は
いくらか太 くなり,残尿感やや減少,排 尿困難の程度
もやや軽快し,こ の時残尿は5ccであった.2カ 月







































ら効果を判定 し,有効,や や有効,不 変,の 三
段階に分けてみた.そ の結果は,使 用成績の項
で述べ,ま た表2に も示したように,有 効5,






磁 一 墾 有 効1やや酬 無 効
469
た.こ の 自覚症 状の軽 快 した10名について,前
立腺触診所見 よ り大 きさをみ ると表2に 示す ご
とく,第1度 の ものが3名,第2度 が4名,第
3度 が3名 であったが,第3度 の ものは結 局全
例が後 に手術的 に前立腺被膜下摘除術 を うけて
いる.こ れ らの点か ら考 える と,お そ ら くこの
薬剤 は,そ の有効 な場合 においても,増 大 した
前立腺腺腫 そのものを縮小 させ る作用を もつも
の とい うよ り,膀 胱頸部,後 部尿道 にお ける充
血,う っ血 とい ったいわゆ るVariableelement
にも とつ く排尿困難 に対 して有効 に働 くもの と
考 えられ る.従 って,本 剤 は根治的手術療法 に
代 る保存的療法 としての 目的 を充分達成す るに
はなお像 ど遠 い 性 質の もので あると 結論 しう
る.す なわち,あ くまでも手術禁忌 のものに対
して,あ るいは早期 のものに対 してその臨床症
状 の 軽減 の 目的にのみ 使用 しうる もので あっ
て,前 立腺肥大症全般 に,い たず らに長期使用
を行 ない,そ れ に附随 するおそれ のある腎機能
障害 を より強 くし,根 治的手術時 のriskを悪




ル トンを使用 し主 としてその臨床症状に対する
効果をみた結果,有 効5名,や や有効5名,不
変2名 であった.有効の5名 中2名 は本剤の投
与中止後1カ 月以内に再び症状が悪化 し,後に
前立腺被膜下摘除術を受けているが,い ずれも
第3度 肥大の症例であった.や や有効の5名 の















計 5 5 2
注:*印 は後に前立腺被膜下摘除術を施行したもの.
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